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高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

表見返

し 

地 図

「世界

の気候

区分」 

 

バロー 

 

バロー 

 

 

ウトキアグヴィク 

 

ウトキアグヴィク 

 

より現地の読み方

にそった表記への

変更 

表見返

し 

グラフ

「世界

の気候

区分」 

 

バロー 

 

 

ウトキアグヴィク 

 

より現地の読み方

にそった表記への

変更 

10 地図 

 

キエフ 

 

 

キーウ 

 

より現地の読み方

にそった表記への

変更 

37 

図版キ

ャプシ

ョン 

 

では機械を動かす労働者の 

 

 

では工場内で働く労働者の 

 

より適切な表現に

修正 
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高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

43 地図 

  

「ロシア帝国」の

文字をより適切な

位置へ移動 
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高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

48 地図 

  

より厳密な地図・

表記に修正 
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高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

50 12 翌年のサン゠ステファノ講
こう

和
わ

条約で、 削除 
より一般的な表記

に修正 

50 

14 

～ 

15 

ビスマルクは「公正な仲
なか

買
がい

人
にん

」を自称して、 ビスマルクは「公正な 仲
ちゅう

介
かい

者
しゃ

」を自称して、 
より一般的な表記

に修正 

53 

5 

～ 

6 

自由貿易が実現することに期待を寄せて、 自由貿易のもとで輸出が増えることに期待を寄せて、 
より厳密な表現に

修正 

59 12 中国からの茶の輸出が拡大して 中国からの茶の輸入が拡大して 
より適切な表現に

修正 

61 2 拝
はい

上
じょう

帝
てい

会
かい

を組織 削除 
より一般的な表記

に修正 

64 14 尊王攘夷の立場をとる 長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

は 尊王攘夷派が主導する長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

は 
より適切な表現に

修正 

65 

1 

～ 

3 

長州藩はこれを挽
ばん

回
かい

しようと、京都で会津藩・薩摩藩な

ど幕府側と戦ったが敗れ（禁
きん

門
もん

の変、 蛤
はまぐり

御
ご

門
もん

の変）、

朝廷の命で幕府による追
つい

討
とう

を受けた（第 1次長州征
せい

討
とう

）。 

長州藩はこれを挽
ばん

回
かい

しようと、1864（元
げん

治
じ

元）年に京

都で会津藩・薩摩藩など幕府側と戦ったが敗れ（禁
きん

門
もん

の変）、朝廷の命で幕府による追
つい

討
とう

を受けた（第 1 次長

州征
せい

討
とう

）。 

禁門の変の年を明

記 
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高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

65 

3 

～ 

5 

長州藩は、さらに前年の外国船砲撃の報復としてイギリ

ス・フランス・オランダ・アメリカの四国連合艦隊によ

る 下
しもの

関
せき

砲台への攻撃□9 も受けたため、幕府に従う態度

をとった。 

長州藩は、前年の外国船砲撃の報復としてイギリス・

フランス・オランダ・アメリカの四国連合艦隊による

下
しもの

関
せき

砲台への攻撃□9 も受けたため、攘夷の不可能を悟

り、幕府に従う態度をとった。 

より理解しやすい

記述に修正 

65 10 
桂
かつら

小
こ

五
ご

郎
ろう

（木
き

戸
ど

孝
たか

允
よし

）ら尊王攘夷派が主導権を 

1833～77 

桂
かつら

小
こ

五
ご

郎
ろう

（木
き

戸
ど

孝
たか

允
よし

）らもとの尊王攘夷派が主導権を 

1833～77 

より適切な表現に

修正 

72 

～ 

73 

34 

～ 

2 

条約は釜
ふ

山
ざん

・仁
じん

川
せん

・元
げん

山
ざん

の 3 港を開き、日本の領
りょう

事
じ

裁
さい

 
   (プサン) (インチョン) (ウォンサン) 

判
ばん

権
けん

を認める不平等条約で、日本人が朝鮮国内で通商を

おこなうことは認めていなかった。 

条約は釜
ふ

山
ざん

などの 3 港を開き、日本の 領
りょう

事
じ

裁
さい

判
ばん

権
けん

を認 
   (プサン) 

める不平等条約で、日本人が開港場以外の朝鮮国の内

地で通商をおこなうことは認めていなかった。 

朝鮮国内において

も、開港場では通

商が認められてい

たため 

80 28 
閔
びん

妃
ひ

が親露派と 

（ミンヒ）1851～95 

閔
びん

妃
ひ

が親露派と 

（ミンピ）1851～95 

下ルビを78ページ

注➊とそろえる 

81 注➋ 銀貨低落が続くなかで 銀価低落が続くなかで 
より適切な表現に

修正 
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高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

121 地図 

  

より厳密な地図に

修正 

129 注➋ 以後は婦人参政権に関する法案は 以後は女性参政権に関する法案は 
より一般的な表記

に修正 

129 

図版キ

ャプシ

ョン 

□7 新婦人協会第１回総会であいさつする市
いち

川
かわ

房
ふさ

枝
え

 市

川（右端）は婦人参政権獲得運動に尽
じん

力
りょく

し、 

□7 新婦人協会第 1 回総会であいさつする市
いち

川
かわ

房
ふさ

枝
え

 市

川（右端）は女性参政権の獲得運動に尽
じん

力
りょく

し、 

より一般的な表記

に修正 
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高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

131 20 普選選挙法成立前後から 普通選挙法成立前後から 誤記 

141 27 
生産水準を回復し、 

→p.133□2  

生産水準を回復し、 

→p.133□3  

 

誤記 

 

142 

30 

～ 

33 

（日
にち

独
ど く

防共協定）が、その後イタリア（1937 年 11 月加

入、日
にち

独
ど く

伊
い

三
さん

国
ご く

防共協定）以外にこの協定の有力な参加

国は現れなかった。 

（日
にち

独
ど く

防共協定）。この協定には、その後イタリアが参

加した（1937 年 11 月加入、日
にち

独
ど く

伊
い

三
さん

国
ご く

防共協定）。 

何をもって「有

力な参加国」と

するかは難しい

ため、表現を修

正 

143 地図 

  

太原の占領年月

を修正 
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高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

143 地図 

 

 

縮尺を追加 

146 地図 

  

国名の書体を統

一、重複する凡例

を削除 
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高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

148 地図 

  

比島沖海戦はレイ

テの位置になるた

め削除 

150 注➒ 1944（昭和 19）年秋の比
ひ

島
とう

沖海戦において、 1944（昭和 19）年秋のレイテ沖海戦において、 
より一般的な表記

に修正 

153 9 全体を、ブレトン゠ウッズ国際経済体制と呼ぶ。 削除 
より一般的な表記

に修正 

154 

20 

～ 

21 

マーシャル゠プランとブレトン゠ウッズ国際経済体制

に対抗して、 
削除 

より一般的な表記

に修正 
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高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

157 地図 

1947 パレスチナ 

分割案 

1948 イスラエル 

共和国建国宣言 

削除 
より一般的な表記

に修正 

166 9 日本に対する賠償請求権を放棄し、 日本の賠償義務を 著
いちじる

しく軽減し、 
より厳密な表現に

修正 

176 図□Ａ  

北
・
中
央
ア
フ
リ
カ 

北
・
中
央
ア
メ
リ
カ 

誤記 
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高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

178 図□Ａ  

  

地図中の塗色を、

凡例の色に合わせ

て変更 
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高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

179 地図 

  

カナダの米州機構

加盟は1990年であ

り、冷戦の時代を

表す当該地図では

示さない方がわか

りやすいため 

207 2 
ブレトン゠ウッズ国際経済体制は終わりを告げた。 

→p.153 
削除 

より一般的な表記

に修正 

214 24 
54 歳のゴルバチョフ 

1931～ 

54 歳のゴルバチョフ 

1931～2022 
没年の追加 

214 

30 

～ 

31 

1986年には、チェルノブイリ原子力発電所（現、ウクラ

イナ）で 

1986年には、チョルノービリ（チェルノブイリ）原子力

発電所（現、ウクライナ）で 

より現地の読み方

にそった表記への

変更 

  



13 

高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

214 

図版キ

ャプシ

ョン 

□1 チェルノブイリ原子力発電所事故 □1 チョルノービリ原子力発電所事故 

より現地の読み方

にそった表記への

変更 

221 

図版キ

ャプシ

ョン 

□2 アウン゠サン゠スー゠チー  □2 アウン゠サン゠スー゠チー 

ビルマ独立の父アウン゠サンの娘

で、民主化運動のリーダー。1989

年から軟禁が繰り返された。91

年にはノーベル平和賞が授与さ

れ、2010 年には軟禁から解放さ

れた。16 年には事実上の国家指

導者となったが、21 年の軍部に

よるクーデタで拘束された。 

文民政権が2021年

のクーデタによっ

て崩壊したことを

補足するため 

221 31 
総統となった台湾出身の李

り

登
とう

輝
き

が 

（リードンフイ）1923～ 

総統となった台湾出身の李
り

登
とう

輝
き

が 

（リードンフイ）1923～2020 
没年の追加 

222 

20 

～ 

21 

1980 年代末にデクラーク政権は 

1936～  

1980 年代末にデクラーク政権は 

1936～2021 
没年の追加 

223 

図版キ

ャプシ

ョン 

ワシントンの国防総省に飛行機を ワシントン近郊の国防総省に飛行機を 
より厳密な表現に

修正 
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高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

229 

14 

～ 

15 

内閣総理大臣は安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

・ 

1954～  

内閣総理大臣は安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

・ 

1954～2022 
没年の追加 

232 5 「人権、性的指向、性別自認に関する決議」 削除 
より一般的な表記

に修正 

234 2 震度 7 をこえる地震が発生した。 震度 7 を観測する地震が発生した。 
より適切な表現に

修正 

237 年表 

  

より適切な位置に

移動 
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高等学校「歴史総合 近代から現代へ（歴総707）」 

訂正箇所 
原 文 訂 正 文 訂 正 理 由 

ページ 行 

裏見返

し 

地図

「現代

の世

界」 

キエフ 

 

キシニョフ 

キーウ 

 

キシナウ 

より現地の読み方

にそった表記への

変更 

 


